
２．整備事業
（福島県　令和４年度）

メニュー 事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、施設区分、構造、
規格、能力等） 交付金 都県費

市町村費
その他

楢葉町
楢葉町上
繁岡機械
利用組合

耕種作物
共同利用
施設整備
（水稲）

安定した品質の米の
出荷により震災前と
同等以上の乾燥調製
量に回復する。

98.0ｔ 68.6ｔ 88.2ｔ
64.68
ｔ

98.0ｔ 66.0%

順調に乾燥調
製量を増加し
てきたが、受
益面積におい
て別水稲組合
組織が再開さ
れ、一時的に
5ha相当分の
乾燥調製量が
減ってしまっ
た。

工　　種　施設改修工事
施設区分　穀類乾燥調製施
設
構　　造　鉄筋
規　　格
1階床　　282.23㎡
中2階床　36.48㎡
延床面積　318.66㎡
建築面積　282.23㎡

13,750,000 6,875,000 4,468,000 0 2,407,000 R2.3.27

  地区内の中心的経営体として大
きな役割を担ってきたが、別水稲
組合組織が再開したことにより、
一時的に乾燥調製量が5ha相当分
減ってしまった。
今後は、地区内で大きく営農して
いる法人と請負面積を再整理し、
令和4年度には目標値の98.0tまで
増加させる。

　受益面積におい
て別水稲組合組織
が再開したことも
あり、目標の乾燥
調製量には到達で
きていないが、地
区内の小規模農家
等の補助的役割を
担ってもらうこと
で、営農再開の後
押しとなってい
る。
　今後は、目標達
成に向け、大規模
法人と請負面積の
再整理を行っても
らい、中心経営体
としての役割を継
続できるよう支援
していく。

R1年度
事業

相馬市
ドリーム
アグリ

耕種作物
共同利用
施設整備
（水稲）

乾燥調製施設で45ha
の作付面積に対応す
る量を処理する。

312.6t

※各自
で乾燥
機を保
有
50石×
1基
40石5
基

0t 174ｔ 299 t 236t 126.7%

水稲56.4haの
作付面積に対
応する量を処
理しており、
令和3年度ま
での目標とし
ている水稲
45haの作付面
積に対応する
量を達成して
いる。

乾燥設備
乾燥調製施設上屋１棟
遠赤外線乾燥機　３基
昇降機(張込用)　３台
籾タンク　　　　３基
フローコンベア　１基
昇降機　　　　　１基
調整タンク　　　１基

籾摺計量設備
籾粗選機　　　　１基
籾摺機　　　　　１基
縦型米選機　　　１基
光選別機　　　　１基
エアコンプレッサ１基
フレコン計量器
ユニット　　　　１基

処理量　　236ｔ

93,720,000 42,600,000 27,690,000 0 23,430,000 R2.3.18

　処理量は299tとなり目標を達成
することができた。今後も当該八
沢地区の農業を担っていくととも
に、本事業により整備した施設を
有効利用していく。

　処理量につい
て、実施年度から
順調に増加し、目
標年度である令和
3年度には目標値
を上回っていてい
ることから、事業
の目的は達成した
と考えられる。
　今後とも、安定
した施設利用が行
えるよう、引き続
き支援等を行って
いく。

R1年度
事業
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郡山市

株式会社
福島県食
肉流通セ
ンター

畜産物共
同利用施
設整備
（畜産物
処理加工
施設

（畜産物
（豚））

加工施設及び機械設
備の修繕・改修工事
により加工処理能力
を回復・改善し、１
頭当たりの部分肉加
工処理に係る労働時
間を震災前と同水準
にする。

豚肉加
工処理
能力

(平成
22年
度)
0.36
時間/
頭

(平成
29年
度)
0.45
時間/
頭

豚肉加
工処理
能力

0.43
時間/
頭

豚肉加
工処理
能力

0.41
時間/
頭

豚肉加
工処理
能力

0.38
時間/
頭

豚肉加
工処理
能力

0.34
時間/
頭

89.5%

平成29年度の
0.45時間/頭
と比べると令
和3年度は
0.38時間/頭
となり加工処
理能力は改善
されている
が、目標値は
0.34時間/頭
と被災前
（0.36時間/
頭）より高い
水準で設定し
たことから、
目標未達と
なった。

工種:施設改修工事
施設区分:畜産物処理加工
施設
構造:鉄骨
規格:床面積4,648㎡
加工能力:300頭/日
・肉豚部分肉カット設備機
械一式等

707,300,000 321,500,000 208,975,000 0 176,825,000 R2.3.10

　事業実施により、東日本大震災
で発生した不具合が解消され、加
工処理能力が向上した。加えて衛
生面や作業安全性の改善を図るこ
とができた。
　しかしながら、若年者や新入社
員のスキル向上の時間を要するた
め目標は達成できなかった。今後
は、社員のスキル向上と加工機器
の導入により、作業効率の改善を
図りたい。

　事業実施後、順
調に処理能力向上
しているものの、
新入社員等のスキ
ル向上が追いつか
ず目標達成には至
らなかった。
　今後は目標達成
のため、改めて改
善方策を策定し、
それを確実に実行
できるよう支援す
る。

R1年度
事業

85.2%

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。
　 　　２　要領第１の１の（２）のアの（ア）から（ウ）の場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都県平均達成率」欄は、都県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都県平均達成率

県全体の成果目標の達成状況は、各地区（事業）の平均達成率が90％未満であるため「未達」と評価する。
なお、「未達」地区のうち別水稲組合組織が再開したことが要因の地区について今後は大規模法人と請負面積の再整理を行ってもらい、中心経営体としての役割を継続で
きるよう支援していく。
また、機械や施設の老朽化等が要因の地区については、改めて改善方策を策定し、それを確実に実行できるよう支援する。


